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人整 竃0◎ 筆時代のは前線

Fポール deウォーク」で輝こう
健康ライフの手助lナに、ますます期待高まる

ポールを持つたウオーキング。

ここでは、その理由が解明されます。
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②仲間意識が生まれる
一人ではなくみんなと一緒に

健康づくりに専念できます。

③誇らしい.気持ちで、健1康づ
くり|こ取り綿める

高齢者が仲間 と一緒に健康づ

くりにJヒ戦.している 。・という

姿を社会に向け発信し、デモン

ス トレーションでき、前向きな

気持ちになれます。

わが国でも、高齢化社会のためのtll

度、仕組みが作られてきています。

「高齢者は、支えられるので|まな<
自ら健康づ<りの主役にならなけ槻

ばならないJの意識が、最も大事。

その場合、高齢者が主役になつて実践で

きる、そのような健康増進、介護予防の

メニューは「ポールを持つたウオーキン

グJしかないのではないでしょうか?
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①た01しく歩くことができる

子どもたちはボールを持つ

と楽しい気持ちになり、投げ

たり蹴つてみたくなります。

それと同じように、ポールを

持つと楽しい気持ちになり、

それを持つて自然 と歩きた

くなります。

推進1ま

轟齢亀社豊徹握う
「織移しヽ文で担Jの意歌

が豊まれで獄もしヽゥ

こういつた理解に基づいて、これまでわが国ではノルディックウオーキン

グ・ポールウォーキングの普及推進に取り組んできた4つの指導者育成認定

団体、すなわちNPO法人日本ノルディックウォーキング協会、一般社団法人

日本ポールウォーキング協会、NPO法人日本ノルデイックフィットネス協会、

一般社団法人全日本ノルディック・ウォーク連盟の関係者が2o13年 12月 、

有志によつて『 ノルディックウォーキング・ポールウォーキング推進団体運

絡協議会』を立ち上げました。そして2015年 3月 に『 シニア向け、ノルデイ

ックウォーキング・ポールウォーキング GUIDE B00K』 を、ライフ出版社よ

り発行。それが2o19年の東京都ポールdeウォーク推進協議会の発足につな

がりました。        3


